
―第3回―

２０１６・３／１９土・２０日

福島大学
（福島市金谷川 １（アクセスについては４頁をご参照下さい））

参加費 1,000円
（両日参加･一日参加ともに同一料金。入手方法は４頁）

第1日目
３月１９日土 全体会

第2日目
３月２０日日 分科会／全体会

福島大学／Ｌ講義棟・４号教室
12:30 開場 13:00 開会 17:30 閉会

福島大学／Ｍ講義棟・各教室。
Ｌ講義棟・４号教室

申込方法は、裏面記載のように、別紙によりお願い致します。 第５回フクシマ現地調査 主催：フクシマ現地調査実行委員会
＊詳細は、４頁及び別紙ご案内をご参照下さい。

開会挨拶 寺西俊一(実行委員長)
歓迎挨拶 中井勝己（福島大学学長）
報 告 山川剛史(東京新聞記者)

報 告 筒井哲郎（原子力市民委員会）
被災当事者・訴訟原告達は訴える

休 憩
報 告 鈴木 浩（福島大学名誉教授）
報 告 井戸謙一（元裁判官・弁護士）

報 告 淡路剛久(日本環境会議名誉理事長)

分科会  ９:30～14:30
１ ｢原発事故の救済と差止め｣
２ ｢原発ゼロ社会に向けて｣
３ ｢核兵器と原発｣

４ ｢原発とメディア－現場の取材・報道、課題と問題点｣
５ ｢政府の帰還政策を問う｣
６「原発被害者・支援交流集会」

全体会  14:45～16:00
分科会報告
集会アピール

閉会挨拶 今野順夫（福島実行委員長）

懇親会＆宿泊 オプショナルツアー
３月２０日１６：３０～２１日

第３回｢原発と人権｣全国研究・交流集会へのお誘い

２０１２年に第１回の、２０１４年には第２回の「『原発と人権』全国研究・交流集会in 福島」をおこないました。
第３回目となる今回の集会は＜３．１１＞から丸５年が経過した時点で行うこととなりますが、この５年間で、はたして

事故直後に想定されていた復興構想は実現に向けて歩を進めているのでしょうか。
事故後５年がたち、当初は明確でなかった「新たな問題」が出現しています。これに、政府・自治体・東電の対応は適
切なのでしょうか。被災住民への補償は、しっかり行われているのでしょうか。被災住民にとって、将来を展望できる回
復が実現しているのでしょうか。事故５年後のいま、これまでの状況や対応を踏まえ、今後の展望をどのように見いだ

して行くのか、という視点で、もう一度本格的な議論をしようというのが、今回の集会の眼目です。
第１日目の全体会も２日目の分科会も、原発問題に関わる重要論点が目白押しです。それぞれの方の関心に即した

テーマが必ずあるはずです。どうぞ奮ってご参加ください。

全国研究・交流集会 i nふくしま
\人間・コミュニティの回復と原発のない社会をめざして⁄

主催：第3回「原発と人権」全国研究・交流集会inふくしま実行委員会
後援：福島大学うつくしまふくしま未来支援センター

福島民報社／福島民友新聞社／マスコミ関連九条の会連絡会

―参加チケットの購入―
事務局までFAX（０３－５８１２－４６７９）にて、お申込下さい。当日、会場でも販売いたします。
なお、参加チケット代1,000 円は、下記宿泊費・懇親会費とは別料金です。

―宿泊(飯坂温泉)と懇親会申込―締め切り３月４日(厳守)
1別紙の｢宿泊･懇親会申込書｣をご記入の上、ファックスもしくはE-mailにてお申し込み下さい。
■ファックス送信先：０３-３３５７-３３１７ ■E-mail:ｏｎｏｄｅｒａ＠ｆｉｔｓ-ｔｙｏ.ｃｏｍ
（株）富士国際旅行社(担当／都築・小野寺宛)TEL：０３－３３５７－３３７７
2宿泊費(1４,800 円･懇親会費(飲み物別)を含む)･懇親会のみ(9,700 円）の払込方法
3月4日までに下記の口座に送金してお払いください(振込手数料は各自負担になります)。
振込先▶三菱東京ＵＦＪ銀行 新宿通支店 普通２５８０１４５（株）富士国際旅行社
3当日の宿泊の受付および宿泊費等のお支払受付は致しません。
また、上記宿泊費・懇親会費に、参加チケット代1，000円は、含まれていません。

オプショナルツアー：フクシマ現地調査（3月20～21日）（主催：フクシマ現地調査実行委員会)　（詳しくは別紙をご参照下さい。）

＊別途、１９日池袋発のバスで行く、原発と人権集会と現地調査のセットツアー　2泊３日宿泊込み37,000 円があります。
但し19日が別宿になり「ホテル聚楽」懇親会には出席できません。セットツアーを申込者は、富士国際宛の申込は必要ありません。

3月20日 16:30 福島大学バス出発。相馬市へ移動
3月21日 8:00 宿舎出発 野馬土～南相馬小高地区・浪江町～双葉町・大熊町～富岡町～楢葉町～東京池袋解散
「原発と人権」集会後、現地調査を行うオプショナル。参加費25,000円。 別紙のオプショナルツアーの申込みが必要です。

―宿泊＆懇親会＆オプショナルツアー―
飯坂温泉｢飯坂ホテル聚楽｣ 〒960‐0201 福島市飯坂町西滝ノ町２７ 電話(024)542-2201(代表)
宿泊料金14,800円(懇親会費用を含みます。飲み物別。税込み。)　懇親会のみ9,700円(飲み物別。税込み。)
【註】上記料金には、福島大学⇔ホテル聚楽の往復送迎バス代金（片道1500 円）を、含みません。

実行委員会参加団体

環境エネルギー政策研究所／原子力市民委員会／公害・地球環境問題懇談会／自由法曹団／青年法律家協会弁護士学者合同部会／全国公害被害者総行動実行委員会／
全国公害弁護団連絡会議／日本科学者会議／日本環境会議／日本国際法律家協会／日本ジャーナリスト会議／日本反核法律家協会／日本民主法律家協会／脱原発弁護
団全国連絡会／「生業を返せ、地域を返せ！」福島原発事故被害弁護団／福島原発被害首都圏弁護団／福島原発被害弁護団／「原発と人権」ネットワーク

第３回 ｢原発と人権｣ 全国研究・交流集会inふくしま実行委員会
実行委員長 寺西俊一／福島実行委員長 今野順夫
事務局 〒110-0015 東京都台東区東上野3-28-4 上野スカイハイツ504 号
福島原発被害弁護団気付
TEL／03-3834-6678 FAX／03-5812-4679

―福島大学へのアクセス―
 〔電車ご利用の場合〕
 福島駅より東北本線(上り)２駅目･金谷川駅下車／徒歩約10分
 新幹線所要時間：東京から約100分、仙台から約30分。福島⇔金谷川間／所要時間10分
 注：東北本線の列車は、１時間に１～２本程度ですので時刻表をご確認下さい。

 〔お車ご利用の場合〕
 東北自動車道｢福島松川ＰＡ・スマートＩＣ｣から約10分、｢福島西ＩＣ｣から約20分
 (所要時間／東京方面｢川口ＪＣＴ｣から約３時間、｢仙台宮城ＩＣ｣から約１時間)

と

運営資金カンパのお願い １口1,000円
3口以上お願いできましたら幸いです。みなさまのご協力をお願いします。

―カンパの送り先―
下記の郵便振込をご利用ください
口座記号番号／00160－４－616895 加入者名／｢原発と人権｣全国研究･交流集会実行委員会

２日目だけ参加される方は昼食を持参ください。周辺の食堂は開いていません。

20160215

http://genpatsu-jinken.net/



―第3回―

Ⅰ 分科会　9：30～14：30

休 憩

全国研究・交流集会 i nふくしま

―第1日目―全体会―3月19日土 12:30開場 13:00開会 17:30閉会 福島大学Ｌ講義棟 ４号教室

開会あいさつ　実行委員長 寺西俊一さん（日本環境会議理事長・一橋大学名誉教授）
歓迎あいさつ　中井勝己さん （福島大学学長）

司会：丸山重威さん(ジャーナリスト) ・倉持惠さん（弁護士）

Ⅱ 全体会　14：45～16：00　Ｌ講義棟 ４号教室
Ⅰ 分科会報告　各分科会責任者
Ⅱ 集会アピール
Ⅲ 閉会あいさつ　福島実行委員長　今野順夫さん（元福島大学学長）

司会：丸山重威さん(ジャーナリスト) ・倉持惠さん（弁護士）

―第2日目―分科会／全体会―3月20日日

と

第１分科会「原発事故の救済と差止め」

　福島事故後５年の時点における法的課題を深めます。その際、差止訴訟と賠償訴訟では

共通している論点も少なくないにもかかわらず、これまで必ずしも十分ではなかった相互

交流が図れるようにします。

　午前の部では、吉村良一さん（立命館大学）、下山憲治さん（名古屋大学）、関連弁護団か

らの報告を受け、賠償訴訟と差止訴訟の共通課題についての交流と意見交換を行います。

　午後の部では、被害救済の課題を取り上げる分散会と、差止の課題を扱う分散会に分か

れた議論を予定しています。前者では、辻内琢也さん（早稲田大学）ほかの報告を予定。後

者では、関連する弁護団からの報告を受けて意見交換を行います。なお、本分科会は、日本

環境会議(JEC)福島原発事故賠償問題研究会の研究成果の中間報告会でもあります。

【Ｍ棟・１号教室、２号教室】
（日本環境会議(JEC)福島原発事故賠償問題研究会）

第４分科会「現場の取材と報道－課題と問題点」

　原発事故５年。事故は収束するどころか、一層深刻になり、住民や地域で抱える問題は

一層複雑化しています。教訓とするべき福島の真実が全国的には十分伝えられないまま、

新しい「安全神話」が生まれ、全国で再稼働の動きが広がっています。

　そこで改めて福島の現場での取材・報道の実態を踏まえつつ、伝えなければならないこ

とは何か、メディアの課題と問題点を議論します。

　報告者は、朝日新聞福島総局の本田雅和記者、福島在住のフリーライター・藍原寛子さ

んと、福島民友新聞社報道部主任・社会部キャップの小泉篤史記者。コーディネーターは、

この集会の副実行委員長、柴田鉄治ＪＣＪ代表委員が務めます。

【Ｍ講義棟・２１号教室】
（日本ジャーナリスト会議）

第５分科会「政府の帰還政策を問う」

　政府は、復興の加速化などと称し、帰還政策を強力に推進しています。これに対して、原

発事故被害者は、不安を抱えながら、手をこまねいています。当分科会では、喫緊の課題で

ある避難指示解除問題や住宅問題を中心に、低線量被ばくの問題、移住・帰還の法的観点

から見た問題、チェルノブイリの経験などについて報告・議論し、午後に全体的なパネルデ

ィスカッションします。

　こうした報告・議論を通じて、閉塞状況にある原発事故被害者の現状を如何に切り開い

ていくかについて、深めていきます。

　報告者・パネラーは、崎山比早子さん（元国会事故調査委員）、吉田由布子さん（｢チェルノ

ブイリ被害調査・救援｣女性ネットワーク事務局長）、吉田邦彦さん（北海道大学教授）、糸長

浩司さん（日本大学教授）、除本理史さん（大阪市立大教授）。

【Ｍ講義棟・２３号教室】
（帰還問題分科会実行委員会）

第３分科会「核兵器と原発」

　日本は、広島、長崎、ビキニ、福島と被ばく体験をしているにもかかわらず、核と決別でき

ずにいます。核兵器に依存し、原発を基幹エネルギーとしているのです。加えてインドにま

で原発を輸出しようとしています。核拡散のおそれがあります。

　私たちは「核と人類は共存できない」と考え、これまでも分科会を開催してきました。今

回も、日本が核と決別できない背景を検証し、核と決別するための方策を探求します。マー

シャル諸島政府が核兵器国を相手として、国際司法裁判所に提訴した問題にも焦点を当

ててみます。

　共同通信の太田昌克さん、福島大学の黒崎輝さん、明治大学の山田寿則さん、明星大学

の竹峰誠一郎さん、環境・平和研究会共同代表の鴫原敦子さんをスピーカー・パネリスト

に迎えての企画です。

【Ｍ講義棟・２２号教室】
（日本反核法律家協会／日本国際法律家協会）

第２分科会「原発ゼロ社会に向けて」

　「原発ゼロ社会」に向けて、福島・原発・再生エネルギー・エネルギー政策・気候変動対策

をどのように考え、解決していったらよいか。問題群を俯瞰しつつ、対話・探求・創造型のワ

ークショップ方式で論点を深掘りしていきます。

　座長は寺西俊一さん(日本環境会議)。主な登壇者として、吉岡斉さん（原子力市民委員会

／九州大学）、筒井哲郎さん(原子力市民委員会）、飯田哲也さん（環境エネルギー政策研究

所）、松原弘直さん（環境エネルギー政策研究所）、佐藤彌右衛門さん（会津電力）などを予

定しています（＊本分科会は、独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成を受け

て開催します。）

【Ｍ講義棟・４号教室】　　　　　
（原子力市民委員会／環境エネルギー政策研究所）　　　　　

　　　　
　 　　

Ⅰ 報 告  「福島第一原発は今どうなっているのか」
1「最新の映像で見る福島第一原発の現状」

山川剛史さん
（東京新聞・原発取材班キャップ）
2「福島第一原発…原子炉の状況と廃炉の技術的展望」

筒井哲郎さん
（原子力市民委員会・プラント技術者の会）

Ⅱ 被災当事者・訴訟原告達は訴える
脱原発原告団全国連絡会から
原発被害者訴訟原告団全国連絡会から
区域外避難者(住宅支援打ち切りに悩む）
区域内避難者(避難指示解除と支援の打ち切りに直面する)
区域内の線引きに悩む被災者
廃村・棄民政策に直面する被災者

Ⅴ 報 告  「原発被害を権利の面からどう捉えられるか。法的責任論をどう構築するか」
淡路剛久さん
（日本環境会議名誉理事長・立教大学名誉教授）

Ⅳ 報 告  「この５年間の原発関連訴訟の到達点と問題点」
井戸謙一さん 
（元裁判官・弁護士）

Ⅲ 報 告  「現在の復興政策の問題点とあるべき復興政策」
鈴木浩さん
（福島大学名誉教授・元福島県復興計画策定委員会委員長）

1 2

第６分科会「原発被害者･支援交流集会」

　原発被害者が集団で国と東京電力の法的責任を追求する損害賠償請求訴訟が、北は北

海道から南は九州まで全国で30 件近く行われています。2016 年からは、裁判の結審、そし

て判決の言い渡しも予想されます。

　被害者は、どのような思いで裁判に立ち上がったのか。滞在者、避難者、区域内外など置

かれた立場の違いを乗り越えて、全国の裁判をどのように進め、運動を広げ、勝利をつか

んでいくのか。被害者、支援、弁護団も加わって、裁判の現状と展望を報告し、交流します。

【Ｌ講義棟・４号教室】
（全国公害弁護団連絡会議／フクシマ現地調査実行委員会）

＊13：00～14：20の時間帯で行います。


